
颫

共通の文化、漢字、儒教、仏教

東アジア中国
-始皇帝

東北部の森林地帯・狩猟、採集）-農耕地帯へ侵入・交易

北方の草原・砂漠地帯-遊牧
温暖・雨量多一畑作

水田作
中国東部・朝鮮・日本・ベトナム

現在の中国～朝鮮半島.日本列島・ベトナム北部、ユーラシア大陸東部

影響'中国で王朝 朝鮮半島-日本列島・ベトナムで国家形成

→歴史の展開に大きな
役割

I 刖6000年頃まで 粗放な農耕開始

黄河流域・・・雑穀（アワなど）

長は流域.、稲

前5千年紀 気候温暖化

農耕技術の発展
数百人規模の村落

黄河中流域・・・イ闘齶文化彩文土器（彩陶，-粟齢栽培、家畜の飼育、竪穴式住居、磨製石器

長江中下流域・・・人工的な水田施設を伴う集落- 浦臧痎遺跡@長江下流域 前5000年頃
稲作農耕、高床式住居

Iんせいたい
三星堆遺跡@長江上流近く
独特な青銅器

前2500年頃

前3千年紀 地域間交流の緊密化
竜山文化...黒色魔研土器（黒陶）灰陶もあった.

黄河下流域を中心に長江中下流域-遼東半島まで分布

邑（集落）が各地に成立し始める

集団相互の争い
⇒それぞれの地域の政治的統合を促す

政治的権力の集中と階層差の拡大
・大量の武器

・戦争犠牲者の埋葬跡

n集団作業で突き固めてこ城壁

-支配層の巨大な墓

前2千年紀

伝説上の最初の王朝・夏

殷...現在確認できる最古の王朝

多数の氏族集団が連合

邑（城郭都市）が王都に従属

強大な宗教的権威で支配
神意を占い、農事'戦争など
主な国事を全て決定

甲骨文字で記録
青銅器製の祭祀用酒器・食器

20世紀初め 殷墟発掘
.甲骨文字を刻んだ大量の亀甲、獣骨

.多数の人畜が殉葬された王墓

。大きな宮殿跡

前11世紀頃 周、 殷を滅ぼす 者が鎬京 華北を支配

渭水盆地に起こる。

封建... 封土（領地）を分与して統治すること

F L
一

...諸侯・・可王の一族、功臣.土着の首長

卿・大夫・士・・・ 王や諸侯に仕える家臣

> 封さ（分色）
_ -_-> 貢納・軍役

封さは代々受け継ぐ
氏族のまとまりが重要 氏族制的性格が濃い

⇒宗法・一、親族関係の称序やそれに応じた
祭祀の仕方を定める.

前8世紀 周の西北方面で周辺民族が活動活発化
首都・鎬京を攻略される→東方の洛邑へ都を移す（周の東遷）

周、衰退→春秋・戦国時代へ

〈春秋時代〉～前5世紀末（前770-前403）

覇者。有力諸侯 斉の樲で、晋の文公、呉の夫差、越が蹊、楚の荘王

（春秋の五覇）

周王の権威のもとに多くの諸侯を招集
盟約の儀式を行って列国の主導権握る

→抗争激の

前403年 晋が韓、魏、趙に分裂

周王を無視して自ら王を称する諸侯増加

→諸国間の統一的な称序崩れる

f戦国時代>前5世紀末～前3世紀後半

王に権力を集中して富国強兵を進める国の

戦国七雄・・・秦、斉、燕、楚韓魏、趙

同盟を結びつつ入り乱れ争う

秦、先進諸国から有能な人材を集めて

積極的な制度改革

→急速に勢力を伸ばす

各国の領土拡大→中国文化圏の拡大

諸国間の交流が中国urの一体感

一）中国=文明の中心
風俗や言語の異なる周辺地域二夷狼

二華夷思想
文明的にえると見なす

前4世紀 秦、商鞅の改革で国力を付ける 富国強兵0変法。

東方の6国を次々征服

前221年
秦、中国続 首都咸陽

秦玉政...「皇帝（光輝く神）」の称号を採用
始皇帝となる

一

丞相：法家の李斯が政策実行

の郡県制を全国に施行→それまでの諸侯が治めていた国を全て廃止

中央から派遣した官吏が直接統治

o貨幣、度量衡、文字の統一をはかる。

しょうてん
貨幣は半両銭、文字は小篆 に

・焚書坑儒による思想統制

医薬、占い、農業関係以外の書物を全て焼く

数百人の儒者を穴にうめて殺す

皇帝権力の絶対化

短期間での中央集権化 もうてん
。北方...長城を修築 匈奴の侵入に対抗蒙恬率いる30万の軍隊

南...華南を征服 南海など3郡を置く
川-た北部

急激な統一政策、対外戦争、土木工事 万里の長城、阿房宮、蔦麗

一）人々を苦しめる
特に東方6国の地域で反感高まる

⇒始皇帝の死後各地で反乱 陳勝・呉広の乱
ちんしょう ごこう

秦、15年で滅びる

項羽...楚の名門の出 4年間戦う

劉邦・濾民出身 民衆を率いて蜂起
win!

→皇帝の位につく（高祖）

〈春秋・戦国時代の社会と文化>

。それぞれの地域で中央集権的な政治体制が成長

「農業技術の発達→農業生産力高まる、商工業盛んに ⇒国家の規模も大きく

-鉄製農具の使用（春秋時代中期～）

牛耕
→小家族でも自立した農業経営が可能に

⇒氏族の統制がゆるむ
D実力本位の傾向に

身分に従われない人材登用

i貨幣経済が発展

青銅の貨幣
刀銭・...燕、斉

布銭・・・韓・魏、趙 農具の形
円金 ・・・秦および周辺諸国

蟻鼻銭・楚
半両銭・・・円形方孔

「新しい社会秩序の在り方の模索
独創的な思想
→新思想

諸子百家

o儒家（祖i孔子） 春秋時代末期～

い、最も身近な家族道徳に孝」「に」など）に社会秩秀の基本を置く
徳治主義：力では「よく徳（人格の高さ）によって国を治めるべき、

周の時代にうまくいっていた→封建制度を理想とする

書経。...伝説上の時代から周の時代までを書いた歴史書

論語。・・・孔子と弟子たちとの対話.弟子がまとめた

•

詩経。..最古の

0春秋。...孔子自身が魯の国の歴史を書くことを通じて考えを述べた.

戦国時代

孟子...性善説

継
承

万人の持つ血縁的愛情を重視
王道政治：一般人民の利益を重んじる政治

荀子...性悪説
人間は生まれながらでは善悪の判断ができないので、
礼楽を学んで正しく導かれる必要がある。
礼による規律維持を強調

o墨家（墨子）... 血縁を超えた無差別の愛を説く 兼愛、非玫

。道家（老子、荘子）... あるがままの状態に逆らわず（無為自然）.

全ての根源である「道」への合一を求める

→一般市民に大きな影響

○法家（商鞅、韓非、李斯ら）... 強大な権力を持つ君主が法と策略により

秦に仕えた
国家を統治すべき
厳しい政策

安合皇帝に
仕える

・名家-.-論理学

o兵家（孫子）...兵法

の縦横家（蘇秦、張儀で外交策

・陰陽家（鄒衍が天体運行と人間生活の関係
おうえん

。農家..、農業技術


